






















一環として，FSF を改組することを決定した。FSF は，2008 年，事務局等の
組織面が強化され金融安定化理事会（Financial Stability Board, FSB）へと改組























































た。第 1 に，IMF 協定は通貨安定及び国際収支問題に焦点を当てており，国
際金融安定化の協調行動の枠組みが不十分にしか規定されていなかった。IMF
協定の修正なしには，国際金融安定化に向けた国際協調の枠組みとはなりえ
なかった。第 2 に，IMF は，各種の合意事項の監視機能はあるが，施行権限
























































































































































































































した。1998 年の 10 月 3 日の G7 会合は，国際金融システムを安定化を促進す
るために各種の内外金融監視機関・組織と国際協調行動を強化する新たな組織
の設立を，ドイツ連銀総裁ティトマイヤ （ーHans Tietmeyer）に諮問した。G7 は，
1998 年 10 月 30 日に国際金融システムの改革に向けての宣言を発表し，その後，
1999 年 2 月 20 日，ティトマイヤーの諮問の結果を受けて，G7 は FSF の設立
を承認した（21）。
　FSF は 1999 年 2 月に最初の会合がボンでもたれ，同年 4 月のワシントンの
会合で設立された。すなわち，1999 年 4 月 14 日，メンバーが招集され，クロ
ケット（Andrew Crockett）が FSF の初代議長に任命された。















　各国金融当局としては，オーストリア（1 人），カナダ（2 人），フランス（3 人），
ドイツ（3 人）, 香港 SAR（1 人），イタリア（3 人），日本（3 人），オランダ（1
人），シンガポール（1 人），スイス（1 人），イギリス（3 人），アメリカ（3 人）
の 12 ヶ国，25 人である。
　②国際金融機関
　国際通貨基金（IMF，2 人），世界銀行（2 人），国際決済銀行（BIS，1 人），
経済協力開発機構（OECD，1 人）の 4 機関 6 人がメンバーして参加している。
　③国際基準策定・規制・監視グループ
　バーゼル委員会（BCBS，2 人），国際会計基準審議会（IASB，1 人），保険




















































脆弱性を抱えていた。第 1 に，組織面の弱さである。FSF は，G10 諸国，IMF
などの国際機関，EU などのその他地域グループからのメンバーから構成され
ているが，BIS 内に少数の人員からなる事務局を置いているにすぎなかった。
第 2 に，メンバー構成が限定されていたことである。2001 年以来，FSF は，
ラテンアメリカやアジア・パシフィック地域，中央・東ヨーロッパの非メンバー
金融当局と地域的会議を開催している。しかし，中国やインドなど新興国は正
式なメンバーではなかった。第 3 に，役割分担の不明確性である。IMF や BIS


























化のための各種政策や基準設定の方向性の決定は，G7 から G20 に移行するこ

















克服するために，G20 及び FSF はいくつかの是正措置を行った。ワシントン




　第 1 に，2008 年 11 月 13 日，FSF と IMF は，両機関の役割分担に関する共
同声明を発表し，FSF と IMF の役割分担を明確にした（34）。FSF と IMF の役割
分担は，次の 4 点に整理できる。①世界金融システムのサーベイランスは IMF
の責務である。②規制政策及び基準，そして各基準設定団体の間の調整につい
ては，主に FSF が担当し，IMF はこれらの作業に参加し，FSF のメンバーと
して関与する。③金融部門の政策の施行は，各国当局の責務であり，各国当局
は自国の議会及び政府に説明責任がある一方，IMF が各国当局による政策施
行を IMF 協定第 4 条をつうじて評価する。④ IMF と FSF は，早期警報制度に






　FSF の組織改変を受けて，2009 年 4 月ロンドン G20 において FSF から FSB
へ改組した。同時に，FSB 憲章を作成決定した。同憲章は，同年 9 月に発表
され，9 月ピッツバーグ G20 で承認された。
　FSB 憲章は，大きく第 1 部一般規定，第 2 部メンバー，第 3 部組織，第 4
部最終規定の 4 部に分かれ，全体で 17 条からなっている。
　第 1 部は，第 1 条から第 3 条で構成される。第 1 条として，金融安定化理事
会は，各国金融当局と国際基準設定団体（SSB）を国際レベルで調整すること

















されている。第 1 に， （a） 金融安定性の維持，（b） 金融部門の開放と透明性の






　第 3 部は，第 6 条から 15 条までで構成されている。第 6 条は，FSB の構成（総
会，運営委員会，議長，事務局），第 7 条は，総会の決定がコンセンサスを通
じて行われることが規定されている。第 8 条は，総会に出席する代表と陪席者
の資格，第 9 条は，総会の招集，第 10 条は，各国及び地域の代表数の割り当て，
第 11 条は，常設委員会と作業部会の細目，第 12 条は，運営委員会の構成と委
員の任命，第 13 条は，運営委員会の責務と権限を規定している。第 14 条では，
議長の任命と責務，第 15 条は，事務局の構成が規定されている。
　第 4 部は，第 16 条と第 17 条からなっており，本憲章の効力について規定し
ている。第 16 条は，憲章はいかなる法的な権利あるいは義務を生み出すこと
を意図してはいないことを規定している。第 17 条は，憲章の施行が 2009 年 9
月 25 日をもって有効になることが記されている。











波及したことを受けて，2008 年 4 月金融制度強化に向けた報告書を出した（35）。
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